
2023年度保護者アンケート回答結果

回答状況

園について
1︓満⾜ 2︓やや満⾜ 3︓普通 4︓やや不満 5︓不満











お⼦さんについて

1︓とても感じる 2︓やや感じる 3︓普通 4︓やや感じない 5︓感じない

1︓とても楽しみにしている 2︓楽しみにしている 3︓普通 4︓やや楽しみにしていない 5︓楽しみにしていない



2023 年 2 月 

まえだ認定こども園 

2023 年度 学校評価結果公表シート（自己評価） 

1.園の保育目標 

・丈夫な身体 

・素直に自分を表現できる子ども 

・友達と楽しく遊べる子ども 

・友達に優しく、自分より小さな子どもをいたわることのできる子ども 

・動物、植物を大切にする子ども 

・広い関心と観察力を持った情緒豊かな子ども 

・自分の事は自分でできる子ども 

 

2.本年度に定めた重点的に取り組む事や計画をもとに設定した学校評価の具体的な目標や計画 

①認定こども園教育要領を基本として、本園の教育・保育の充実に努める。 

②園内(クラス内)の整理整頓・美化に努める。 

③子どもたちに安全で衛生的な環境を提供できるようにする。 

④研修で得た知識をもとに、保育教諭の資質や技術向上に努める。 

⑤保育教諭は、子どもの成長に合った接し方をし、笑顔で日々の保育、教育に努める。 

 

3.評価項目の達成及び取り組み状況 

評価項目 結 果 理 由 

認定こども園教育保育要

領を基本とし本園の教

育・保育の充実に努めた

か 

A 

本園の方針や目標は変更することなく保育を行ったが、今年度コロナ

ウイルスが第 5 類になり運動会や生活発表会の行事を乳児、幼児にわ

かれてコロナ禍前のスタイルで行う事ができ、年齢ごとの成長した姿

を保護者に見てもらう事ができた。 

昨年までは 3歳児からの設定であった個人懇談を本年度は 2歳児から

行うこととした。 

サイエンスショー、食育講座、交通安全教室、サッカー教室等を企画

し子ども達が楽しめるよう努めた。年長児は 1 人 1 苗トマト育て、収

穫したトマトを使用しクッキングでピザを作る食育活動も行った。 

今後も常に保育を中心とし養護の行き届いた安全な環境を提供しな

がらも、時代に合わせた教育ができるようにする。 

園の整理整頓・美化に努

めたか 
Ａ 

職員 1 人 1 人が物的環境への意識を高く持ち、整理整頓・美化に取り

組むことが出来た。 

子どもたちに安全で衛生

的な環境を提供できるよ

うにしたか 

Ａ 

チェックリストに基づき、毎月点検を行った。不十分な所は都度、補

修を行っていた。玩具・保育室の消毒・室内の換気、年齢にあった玩

具を使用し、誤飲に十分気をつけた。乳児は午睡中のＳＩＤＳのチェ

ック・幼児組も見回りチェックを行っている。 



研修で得た知識をもと

に、保育教諭の資質や技

術向上に努めたか 

Ａ 

園内研修では「発達を促す運動あそび」をテーマに講師をお迎えし、

理解を深めた。外部研修では、「不適切保育について」学んだ。数年ぶ

りに対面での幼保小連携推進協議会にも参加する事ができ、近隣の小

学校やこども園等と意見交流ができ、それぞれの役割に合った知識を

身につけることができた。 

  

4.学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

※「3・4」の評価結果の表示方法 

A 十分に達成されている 

B 達成されている 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない 

D 取り組みが不十分である 

 

5.今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み状況 

災害を想定した 

安全対策 

火災・地震の他、洪水、不審者を想定した安全対策を考え、職員間で意見交換をして

対策を考える。引き続き 1 年を通して避難訓練を行っていく。 

小学校との 

接続の充実 

幼保小連携協議会への職員参加や小・中学生とのふれあい体験を行い充実を図る。 

小学校との交流会をコロナ禍前のように 1年で数回行えるように連携をとって進めて

いきたい。 

保育教諭の 

資質向上 

園外研修へ積極的に参加していく。 

園内研修では意見を出し合い、保育の質を高めていく。 

情報発信 
ホームページやアプリを通して、園での行事の様子や遊びの様子を積極的に情報発信

していく。 

子育て支援事業の

拡大と充実 

子育て支援事業の一環「ハッピー・ハロー」の回数を増やし、地域交流の場を提供で

きるようにする。 

 

 

結果 理 由 

 

A 

 

園の方針や目標等の変更はなく、教育・保育は子どもたちの様子に合わせ保育計画を立てて行

った。今年度はコロナウイルスによる制限が緩和された事で、行事も従来通りで行えた。また

防災への取り組みとして重要性を再確認した。火災・地震の避難訓練で子どもたちの誘導を繰

り返し行う事で今後も安全対策に力を注いでいきたいと思う。今年度から不審者訓練も年に数

回行い、職員間でも対策を考えた。 

稲積小学校との交流会で、ミニ発表会として年中、年長児の生活発表会の出し物を 1 年生を招

いて発表したり、どんぐりや木の実で作った手作り玩具をプレゼントしてもらう等交流も行え

て子ども達も喜んでいた。 

引き続き、子どもの安全を第一に考え、子ども達が「楽しい」と思える保育を行っていく。 


